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議
事
日
程

昭
和
五
十
七
年
八
月
四
日
午
前
十
時
開
議

日
程
第
一
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

日
程
第
二
会
期
の
決
定

日
程
第
三
議
案
第
三
十
八
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

開

会

午
前
十
時
三
分
開
会

O
議
長
(
林
豊
君
)
本
日
の
出
席
議
員
数
二
十
四
名
、
と
れ
よ

b
昭
和
五

十
七
年
第
二
田
市
議
会
臨
時
会
を
開
会
し
、
直
ち

K
本
日
の
会
議
を
開
き
ま

す。

議

報

告

長

の

O
議
長
(
林
豊
君
)
本
臨
時
会
議
案
審
議
の
た
め
地
方
自
治
法
第
百
二
十

一
条
の
規
定

K
よ
る
出
席
要
求

K
対
し
、
会
手
元

K
配
付
の
と

b
b
出
席
報

告
が
あ

-D
ま
し
た
の
で
御
了
承
願
い
ま
す
。

議

配

付

案

の

O
議

長

(

林

豊

君

)

あ
り
ま
し
た
。

た
だ
い
ま
市
長
か
ら
議
案
並
び
に
説
明
書
の
送
付
が

議
案
並
び
に
説
明
書
を
配
付
い
た
さ
せ
ま
す
。

配
付
漏
れ
は
あ
h
M

ま
せ
ん
か
。
|
|
配
付
漏
れ
念
し
と
認
め
ま
す
。

本
日
の
議
事
は
な
手
元

K
配
付
の
日
程
表
K
よ
b
行
い
ま
す
。

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

O
議
長
(
林

豊
君
)

日
程
第
一
、
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
を
行
い
ま
す
。

一
七
番
議
員
黒
川
平
治
君
、
二

O
番
議
員
石
井
武
敏
君
、
以
上
両
君
を
指

名
い
た
し
ま
す
。

会

決

定

期

の

O
議
長
(
林
豊
君
)
日
程
第
二
、
会
期
の
決
定
を
行
い
ま
す
。

本
臨
時
会
の
会
期

K
っ
き
議
会
運
営
協
議
会
の
意
見
は
、
本
日
一
日
と
い

う
と
と
で
あ
h
y
ま
す
。

-砂諮
b
い
た
し
ま
す
。
会
期
を
本
日
一
日
と
定
め
ま
す
と
と

K
御
異
議
あ

り
ま
せ
ん
か
。(
「
異
議
左
し
」
と
呼
ぶ
者
る
b
)

O
議
長
(
林
豊
君
)
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
ょ
ョ
て
会
期
は
本
日
一

日
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

-2-

議

上

程

案

の

O
議
長
(
林
豊
君
)
日
程
第
三
、
議
案
第
三
十
八
号
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

提

案

理

由

の

説

明

O
議
長
(
林

ま
す
。

と
れ
よ

-D
本
案

K
対
す
る
提
案
理
由
の
説
明
を
求
め

豊
君
〉

(
市
長
半
淳
良
一
一
若
登
壇
)

O
市
長
(
半
甥
仲
良
一
一
若
)
本
日
、
と
と

K
急
遁
第
二
田
市
議
会
臨
時
会
を
招

集
い
た
し
ま
し
た
と
と
ろ
、
議
員
の
皆
さ
ま
方
k
b
か
れ
ま
し
て
は
御
多
忙

の
中
を
御
出
席
賜
b
、
誠

K
あ

D
が
と
う
存
じ
ま
す
。

今
回
、
急
施
を
要
す
る
も
の
と
し
て
御
審
議
を
か
願
い
い
た
し
ま
す
案
件
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一
般
議
案
一
件
で
あ
・
9
ま
す
。

議
案
第
三
十
八
号
工
事
請
負
契
約
の
締
結

K
つ
い
て
提
案
理
由
の
説
明
を

申
し
上
げ
ま
す
。

館
山
市
立
船
形
小
学
校
防
音
改
築
工
事
第
三
期
に
係
る
指
名
競
争
入
札
の

結
果
、
・
株
式
会
社
石
井
工
務
庄
が
一
億
四
千
三
百
八
十
万
円
を
も
ヨ
て
落
札

し
ま
し
た
の
で
、
同
社
と
工
事
請
負
契
約
の
締
結
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
b
ま
す
。

工
事
内
容
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
昭
和
五
十
五
年
度
及
び
昭
和
五
十
六
年

度
で
改
築
し
た
校
舎
の
北
側
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

b
三
階
建
て
、
延
べ

面
積
千
二
百
十
七
平
方
メ
ー
ト
ル
の
普
通
教
室
六
室
、
図
工
室
、
職
員
室
及

び
保
健
室
を
改
築
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
工
期
を
翌
年
二
月
十
五
日
ま
で

と
す
る
も
の
で
あ

b
ま
す
。

は
よ
ろ
し
〈
御
審
議
の
ほ
ど
b
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
君
)
以
上
で
提
案
理
由
の
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。

O
議
長
(
林

質

疑

応

答

O
議

長

(

林

豊

君

)

と

れ

よ

-D
議
案
の
審
議
を
行
い
ま
す
。

御
質
疑
を
願
い
ま
す
。

O
二
九
番
(
安
西
益
男
君
)
と
れ
は
石
井
工
務
庄
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま

す
が
、
か
ね
て
よ

b
と
う
い
ョ
た
工
事
請
負
K
つ
い
て
は
分
離
発
注
と
い
う

と
と
で
方
針
が
と
ら
れ
て
い
る
よ
う

K
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
電
気
関
係
や

各
設
備
は
一
括
し
て
石
井
工
務
底
と
い
う
と
と

K
念
ョ
て
必
る
の
か
。

O
総
務
部
長
(
鶴
岡
卓
樹
君
)
必
答
え
し
ま
す
。

船
形
小
学
校
の
防
音
改
築
工
事

K
つ
き
ま
し
て
は
、
防
衛
庁
予
算
の
補
助

事
業
で
ど
ざ
い
ま
す
。

御
存
じ
の
よ
う

K
五
十
五
年
度
を
第
一
期
と
い
た
し
ま
し
て
、
今
年
度
で

完
成
の
予
定
で
ど
ざ
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
防
衛
庁
サ
イ
ド
の
工
事
と
い
た
し
ま
し
て
、
第
一
期
が

本
体
で
、
第
二
期
が

!
l
去
年
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
内
装
、
本
年
度
完
成
と

い
う
と
と
で
本
体
と
内
装
。
そ
う
い
う
と
と
で
、
い
ま
ま
で
の
経
緯
と
い
た

し
ま
し
て
、
ま
た
防
衛
庁
方
針
と
し
ま
し
て
一
括
の
補
助
事
業
で
ど
ざ
い
ま

す。

O
議

長

(

林

豊

君

)

他

K
御
質
疑
る

b
ま
せ
ん
か
。
!
|
御
質
疑
念
し
と

認
め
ま
す
。
よ
2

て
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

委
員
会
付
託
の
省
略

O
議
長
(
林
豊
君
〉
・
訟
諮

b
い
た
し
ま
す
。

本
案

K
つ
い
て
は
委
員
会
の
付
託
並
び

K
討
論
省
略
、
直
ち

K
採
決
す
る

と
と
に
御
異
議
あ

b
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
左
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
h
y
)

O
議
長
(
林
豊
君
)
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

-3-

採

決

O
議

長

(

林

豊

君

)

と

れ

よ

D
採
決
い
た
し
ま
す
。

本
案
を
原
案
ど

b
b
可
決
す
る
と
と
に
榔
異
議
る

b
ま
せ
ん
か
。
戸

(
「
異
議
左
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
)

O
議
長
(
林
豊
君
)
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
本
案
は
原
案
ど

b
h
y

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

よ
ヨ
て
、

閉

会

午
前
十
時
十
分
閉
会



以
上
で
本
臨
時
会
に
付
議
さ
れ
ま
し
た
案
件
は
議
了

O
議

長

(

林

豊

君

)

さ
れ
ま
し
た
。

よ
ョ
て
、
と
れ

K
て
第
二
田
市
議
会
臨
時
会
を
閉
会
い
た
し
ま
す
。

O
本
日
の
会
議
に
付
し
た
事
件

一
、
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

一
、
会
期
の
決
定

一
、
議
案
第
三
十
八
号

地
方
自
治
法
第
百
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定

K
よ
b
署
名
す
る
。

館
山
市
議
会
議
長

林

豊

館
山
市
議
会
議
員

平

治

黒
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